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ると即座にあなたは ｢それはStahlでしょう｡stahlだ｡そうでしょう｣ ｡ その
確信にみちた言葉に私は改めてあなたに脱帽しながら､こんなあなたの前に恥
を晒さなくて良かったと思いつつ､他方で､こんなあなただからこそ読んでも
らいたかったと､矛盾した気持ちを味いました｡
あなたから私は､学問の王に仕えているという内に秘めたる自侍と､そこか
らおのずと外に表われる謙遜を教わりました｡西洋古典学は､たんに古代の学
であるばかりでなく､人間の学であること､それ故 ｢文辞のみに以てする者は
晒なり｣を心得ていて､あなたは学でもって身を修めていたのです｡
このことは六月にあなたのお宅でうかがった奥様のお話から確信できるので
す｡京大退官の平成六年三月前後からのあなたの多忙と心労は､御両親の病気
によって頂点に達しました｡父君が五年十二月に脳梗塞で､母君が胆石で六年
五月に入院され､それぞれ母君が七年四月､父君が八年九月に亡くなられるま
で､あなたは見舞と看病に体力と孝を重くし､のみならず夜には奥様と交替で
病室に泊ることも度々あった由｡
その結果あなたは自分の体の変調に気付くのが遅れ､気付いても検診を先へ
先へと延ばすうちに､とうとうレントゲン検査 (七年九月)も大腸癌の手術
(八年二月)も手おくれとなったのだと私には断言できるのです｡さらに驚い
たことに､あなたは最後の入院となる十一年十二月直前の十一月に､二十日間
も自宅に､ドイツの友人夫妻を泊めていたとは｡たとい兄弟のなかったあなた
がこの友人を ｢兄弟の如く｣思っていたとしても､私如き者には､ただあなた
へのいとおしさで胸をしめつけられる思いがするだけです｡
しかしあなたは御両親の看病にせよ､ドイツ人の友人の持て成しにせよ､自
己犠牲などといった気持ちからではなく､ごく自然にそうできたのだと思える
のです｡enimveropietateetreligioneomnessuperavisti,inperpetuum,
amice,ayeatquevale!
平成十二年十一月≡日記
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